
 仕組みづくりPoint

働く世代の子育てを支えるために、放課後の子どもたちの居場所づくりとして、2005年から地元小学校の空き教室を活用
し、地域の各種団体の連携・協力により運営を開始しました。国からの事業支援の中で放課後児童クラブ（2022年一般
社団法人化）、放課後子ども教室事業へと展開し、地域全体で子どもを育てていく新しい地域コミュニティづくりに取り
組んでいます。

地域ぐるみのサポート体制を取りながら、子どもの成長を見守り、
体験学習の場と支える人を確保し、持続可能な地域運営をめざす。

やわたのいえの懇親会

柔軟性と機動性あるチームで運営していこう

背景・目的

実施内容

ねらい

① やわたのいえ（放課後児童クラブ） 2005年～
　 放課後児童支援資格を有する専門家を中心に子どもの
     見守りを行う学童保育の役割を持つ

② やわたひろば（放課後子ども教室） 2007年～
　 PTAや民生児童委員、青少年指導員などの地域団体有志が
     支援者となって様々な体験・学習プログラムを実施

③ 年会費制で支援する人材の確保

④ 学校の空き教室を利用するため、セキュリティ対策に注力

実施のポイント

A

B

C

D

E

学校と地域団体が連携した
コミュニティ・スクールの原型
サポーターズ体制

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

目標を掲げる
振り返りから活動を更新

3 ツール（方法）

SNS活用
国の制度活用

仕
組
み
づ
く
り
ヒ
ン
ト

B1

やわたひろばのお花教室

学校との空間区分

● 子どもたちの生きる力を育み、働く親の安心感を高めて
　 いくことは定着しつつある。

● 継続性を確保するため、経営実務を担う人材と
　 事務局体制の整備が必要。

効果と今後の課題 夕暮れコンサート コカリナ

ペットボトルロケット 卓球教室

やわた子ども村の運営体制

年次レビュー    2022年11月28日

やわたのいえ 職員の専門性の確保 やわたひろば 担い手

地域による子育て「やわた子ども村」
取り組み主体 ： やわた子ども村

参考
事例 5
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　 いくことは定着しつつある。
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効果と今後の課題 夕暮れコンサート コカリナ
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 仕組みづくりPoint

地域には人口が増えていた時代に作られた組織や活動が現在も残っていますが、人口減少と高齢化が進み、なかなか新
たな担い手がみつからないことも多くなっています。そこで、人口構成のこれからを見通すとともにこれまでの活動の全
容を把握しながら、これからの課題の特定や、地域活動の在り方について話し合う“棚卸し”を令和2年・3年度の「ひらつ
か地域づくり市民大学」で試みました。

高齢化や核家族化、人口減少によって生じる新たな課題に備え、取り組むため、地域で共通認識を作り、
現在それぞれの団体が取り組む活動を一覧にし、内容の見直しを図るきっかけをつくる。

活動をチェックして、棚卸ししていこう

背景・目的

実施内容

ねらい

① 地域の状況を丁寧に掴む（調べる・数える、見える化する）（表1）
　→人口推計、人口構成、高齢化率など今後の見通しを地域で共有する。

　 　今はできていることでも、数年後には物理的に困難になることを地域みんなで確認する。

検討・実施のポイント

③ できれば活動時間も書き出して、合計を計算する。

④ 一覧ができた時点で地域で共有し、一緒にできることはないか？
　 協力して効果的に行えるものはないか？など、優先すべき事項から話し合っていく。

自治会、各種団体の連携1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

近い将来の状況を共有
活動の見直し
合同で企画

3 ツール（方法）

ヒアリング
ワークショップ

B2

（表1）見える化シートの一例

国 勢 調 査 データを整 理し、単
に高齢化率や人口だけでなく、
世代別の人口構 成や単独世帯
の実数を明らかにして、地域で
共 有 する。（回 覧 板 で の 配 布
や、H P などを活 用している自
治体もある）

● 具体的な数値で地域の現状や変化をみることで、共通認識を持つことができる。

● 幅広い世代を交えた話し合い（整理することに対してどう思うかなど異なる世代にも聞く）を
　 積み重ねていくことがポイント。

● それぞれの活動の意味を振り返って考えることで取り組みやすいところ、手をつけやすいところが共有できる。

効果と今後の課題

② 地域の活動を洗い出す（表2）
　 →それぞれの組織の地域活動の日数、会議を書き出していく。
　　（会や組織の代表や役員の方々に書き出してもらい、地区全体で一覧にしていく）。

（表2）役員の棚卸し（このシートは公民館長）はこのようなシートを使って各役員がどのくらいの
業務を担っているかを可視化し、見直すべき点や改善点を話し合うきっかけとします

参加者の皆さん他地域の現状と比較する様子地域づくり市民大学にて
役員の仕事の棚卸しを行った

地域づくりワークショップの様子

地域活動の見直し（組織・活動・行事の棚卸し）
取り組み主体 ：自治会・町内会、公民館、各種地域団体ほか

参考
事例 6
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地域には人口が増えていた時代に作られた組織や活動が現在も残っていますが、人口減少と高齢化が進み、なかなか新
たな担い手がみつからないことも多くなっています。そこで、人口構成のこれからを見通すとともにこれまでの活動の全
容を把握しながら、これからの課題の特定や、地域活動の在り方について話し合う“棚卸し”を令和2年・3年度の「ひらつ
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高齢化や核家族化、人口減少によって生じる新たな課題に備え、取り組むため、地域で共通認識を作り、
現在それぞれの団体が取り組む活動を一覧にし、内容の見直しを図るきっかけをつくる。

活動をチェックして、棚卸ししていこう
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ねらい

① 地域の状況を丁寧に掴む（調べる・数える、見える化する）（表1）
→人口推計、人口構成、高齢化率など今後の見通しを地域で共有する。

今はできていることでも、数年後には物理的に困難になることを地域みんなで確認する。
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③ できれば活動時間も書き出して、合計を計算する。

④ 一覧ができた時点で地域で共有し、一緒にできることはないか？
協力して効果的に行えるものはないか？など、優先すべき事項から話し合っていく。
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の実数を明らかにして、地域で
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や、H P などを活 用している自
治体もある）

● 具体的な数値で地域の現状や変化をみることで、共通認識を持つことができる。

● 幅広い世代を交えた話し合い（整理することに対してどう思うかなど異なる世代にも聞く）を
積み重ねていくことがポイント。

● それぞれの活動の意味を振り返って考えることで取り組みやすいところ、手をつけやすいところが共有できる。

効果と今後の課題

② 地域の活動を洗い出す（表2）
→それぞれの組織の地域活動の日数、会議を書き出していく。

（会や組織の代表や役員の方々に書き出してもらい、地区全体で一覧にしていく）。

（表2）役員の棚卸し（このシートは公民館長）はこのようなシートを使って各役員がどのくらいの
業務を担っているかを可視化し、見直すべき点や改善点を話し合うきっかけとします

参加者の皆さん他地域の現状と比較する様子地域づくり市民大学にて
役員の仕事の棚卸しを行った

地域づくりワークショップの様子

地域活動の見直し（組織・活動・行事の棚卸し）
取り組み主体 ：自治会・町内会、公民館、各種地域団体ほか
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 仕組みづくり Point

土屋地区は人口減少や少子高齢化などにより、地域コミュニティの維持が難しくなりつつあります。地元の歴史的資源
としては、鎌倉幕府設立に大きく貢献した地元土屋氏の存在があります。しかしながら、土屋三郎を聞いたことがある人
は少なく、情報は残されているが、若い人が知る機会は少ない、関連行事は限られた人のみで実施しているなどにより、
地域の歴史の伝承が途絶えてしまう可能性があります。そこで、大河ドラマ「鎌倉殿の13人」の放映を機に、地元土屋氏
のことを多くの人が知り、興味を持ち参画してもらうことによる新たな地域づくりを目指しました。

年間を通し、ジャンルや参加対象を変えた13の企画を生み出し、
様々な年代の方を巻き込んで地域を盛り上げる。

地元に存在する歴史的資源を活用して地域を盛り上げ、
多世代が参画する仕組みをつくる。

多世代で共有できる目標をつくろう

背景・目的

実施内容

ねらい

多くの人に土屋の歴史に興味を持ってもらうとともに、様々な
組織、グループや様々な年代の人々と新たな協力関係を持つ
ことができた。

① 土屋公民館主事が土屋の歴史に興味を持ち、
     これを地域づくりの材料にしようと考えた
     →地域資源の再発見・掘り起こし

② 大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」放映と同時進行
     →チャンスを見逃さない

③ 鎌倉殿の13人にかけ、年間を通し、ジャンルや参加対象を
　 変えた13個の企画を立案
     →中学校の総合学習と連携
     →世代、性別に関わらず多くの人に参画してもらう

④ 興味を持った人で新たな企画を立案して実行する
     →仲間を増やす：主導者の地元の歴史を知り、学び、広く展開
　　 しようとする強い意思と行動力が大きな推進力になった

実施のポイント

効果と今後の課題

ちいき情報局「ふるさと土屋」で定期的に情報発信

A

B

C

D

E

公民館を中心に地域、
学校、関連団体との連携

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

課題を共有する
目標を掲げる
みんなで取り組む

3 ツール（方法）

歴史資源
現地めぐり
ヒアリング

仕
組
み
づ
く
り
ヒ
ン
ト

C1

平塚八景　七国峠・遠藤原（土屋）

●

大河ドラマブームが過ぎた後、どう繋げていくか、活動を継続
する上での人・組織づくりをどうするかが課題になる。

●

１３の企画

ふるさと土屋HP企画投稿「鎌倉殿と土屋氏」（ネット）

特設図書コーナー「鎌倉殿と土屋氏」（読む）

与一の会甲冑展示（展示）

「歴史を歩く“金目ウォーキング”」（歩く）

「土屋氏史跡めぐりと与一落語」（歩く＆鑑賞）

「源頼朝とその時代」（講義・高齢者向け）

新緑のハイキング「真田与一と岡崎四郎の史跡をめぐる」（歩く）

七夕飾り「土屋の魅力をつなげよう」（作る＆見る）

土屋小６年生社会科特別授業（講義・児童向け）

身近にある「土屋の歴史」（講義・保護者向け）
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